
－ 13 －

英語基準学生の日本語学習動機に関する一考察（藤原・大平・野々口）

1．はじめに

1.1.　本稿の目的
現在、日本の高等教育機関において日本語を学習する
留学生数は 58,418 名で 1、大学のグローバル化により、
今後もさらに増加していくことが予想される。また、文
部科学省では、大学の国際化を実現した上で「ポスト留
学生 30 万人計画」として、留学生の日本での就職促進
に関する政策が検討されている（文部科学省 2018）。そ
のような状況を背景に留学生の入学後の学習環境や日

本語に関する学習ニーズが多様化する流れの中、大学に
おいては、日本語学習者のタイプに応じた、充実した日
本語プログラムの提供が求められる。
立命館大学では、2011 年 4 月に国際関係学部におい
て Global Studies 専攻、2013 年 9 月に政策科学部に
Community and Regional Policy Studies（以下、CRPS）
専攻 2 が開設されたことにより、新しいタイプの日本語
学習者ともいえる「英語基準学生」3 が増加傾向にある。
英語基準学生は、英語を媒介として専門科目を学び卒業
していくが、政策科学部においては、日本での生活に必
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要な日本語の学習を望む学生が多く、ほぼ全ての学生が
入学後に日本語科目を履修している。今後、英語基準学
生に対する日本語カリキュラムをより充実したものと
していくためには、それらの学生たちが日本語に対して
いかなる学習動機を持っているのかを把握することが
重要である。
学習動機は、第二言語習得研究において、学習者の学
習そのものの成否や継続に影響を与える重要な要因で
あり、数多くの研究が積み重ねられてきた。日本語学習
者の動機づけに関する研究においては、学習者がいかな
る環境で学ぶかによりその特徴が異なることが指摘さ
れている（郭・大北 2001、大西 2010 等）。しかしながら、
英語基準学生の日本語学習に対する動機づけに関する
研究はこれまでほとんどなされておらず、英語基準学生
の日本語カリキュラムの策定及び改善に向けての材料
も多くない。そこで本稿では、立命館大学政策科学部に
在籍する英語基準学生（以下、CRPS 生とする）を対象
に質問紙調査を実施することで、英語基準学生の日本語
学習に対する動機づけの傾向性を明らかにすることを
目的とする。

1.2.　CRPS 生に対する日本語教育の現況及び入学時の
日本語レベル
CRPS 生の学習動機を具体的に見ていく前に、まず、
分析の背景となる彼らの日本語学習環境について触れ
ておきたい。CRPS 生の日本語科目の必修単位は 12 単
位 4 で、母語話者レベルを除く学生は入学後の 1学期目
より日本語科目を受講する。表 1は、CRPS 生に対する
日本語カリキュラムを示している。

入学時（9月）のプレースメントテストによりクラス
分けがなされ、レベルに応じて初級から超級までのクラ
スを履修する。表 2を見てわかるように、約 7割の学生
は入学時に初級レベルから日本語学習を開始している。

表 2　入学時点でのCRPS生の日本語レベル
2013 2014 2015 2016 2017 2018 計

初級レベル 6 5 9 13 16 23 20 86（69.4%）
中級レベル 3 2 7 3 1 3 19（15.3%）
上級レベル 2 1 0 4 1 0 8（6.5%）
超級レベル 1 0 1 2 1 1 6（4.8%）
母語話者レベル 1 0 1 1 0 2 5（4.0%）

計 12 12 22 26 26 26 124

入学時の日本語レベルとして最も多い初級前半レベ
ルから日本語学習を開始した CRPS 生は、最初の 1年
間（初級後半から始めた学生は 1年半）日本語科目を履
修することで、卒業に必要な外国語科目単位数を取り終
える形となる。しかし、必修の 12 単位を取得した後も
日本語科目受講を継続する学生が一定数 7 存在してい
る。

2．第二言語学習の動機づけに関する先行研究

2.1.　第二言語学習の動機づけ研究の流れ
第二言語学習者が持つ動機づけは、言語習得に影響を
与える個人的な要因として、多くの研究者及び言語教師
の関心を集めてきた。言語教育における動機づけ研究
は、1950 年代後半よりカナダにおけるバイリンガル環

表 1　CRPS生が受講する日本語科目一覧 5

※（ ）の数字は週におけるコマ数　＊は学部独自開講科目（Ⅰは秋学期、Ⅱは春学期開講、各 2単位）

初
級

日本語初級 1 総合（3）、読解・ライティング（2）、聴解口頭（1） 計 6単位
日本語初級 2 総合（3）、読解・ライティング（2）、聴解口頭（1） 計 6単位

中
級

日本語中級 1 総合（3）、聴解口頭（1） 計 4単位
日本語中級 2 総合（3）、聴解口頭（1） 計 4単位
Special Japanese Lecture（Topics on Japan）＊Ⅰ、Ⅱ

上
級

日本語上級 文法・ライティング（1）、聴解口頭（1） 計 2単位
Special Japanese Lecture（Aspects of Japanese Society）＊Ⅰ、Ⅱ
Special Japanese Lecture（Japanese for Policy Science）＊ Ⅰ、Ⅱ

超
級

文章表現（1）、読解（1）、聴解口頭（1）
キャリア日本語（1）、アカデミック日本語（1）
Japanese Reading for Policy Science＊Ⅰ、Ⅱ
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境において社会心理学的アプローチから考察を行った
Gardner and Lambert（1959）がある。Gardner らの研
究は、動機づけの分類として、学習者が目標言語話者の
言語共同体社会に近づくことを望む「統合的動機づけ」
（integrative motive）と、ある目的を達成する手段とし
て言語学習を行う「道具的動機づけ」（instrumental 
motive）を提示し、言語学習者の情意的側面に焦点を
当てた先駆的研究であったといえる。その後の流れとし
て、言語学習者を取り巻く環境が動機づけに影響を与え
るという観点のみで動機づけを捉えることはできない
という問題意識より、学習者が学ぶ教室や授業実践が動
機づけに影響を与える要因として焦点が当たった（Deci 
& Ryan1985, Ryan & Deci 2000a, 2000b）。また、動機
づけがいかに変容していくのかという時間軸で学習者
の動機づけを動的に捉えようとする理論的枠組みが提
示され、質的研究も行われている（Ushioda 1998）。
Dörnyei（2005, 2009）の提唱する L2 動機づけ自己シス
テムによると、将来の L2 自己像（なれる自分）は、L2
理想自己（なりたい自分）とL2義務自己（なるべき自分）、
L2 学習経験の 3者で形成され、3者のありようで将来
の L2 自己像は変容するという。言い換えれば、授業を
中心とした L2 学習経験が、将来の L2 自己像の形成に
大きく影響すると同時に、学習者が L2 理想自己と L2
義務自己を明確に認識できれば動機づけが高まり、特に
高等教育段階では L2 理想自己を具体的にイメージでき
るほど、主体的に学習を進めると考えられている（大和・
三上 2012）。

2.2.　日本語学習者の動機づけに関する研究
日本語学習者の動機づけに関しても海外・国内で、多
くの研究が積み重ねられている。縫部他（1995）では、
ニュージーランドの大学生の日本語学習動機に関する
調査が行われ、「統合的動機」は来日経験がある方が高
く、「道具的動機」は学習期間が長い方が高いとすると
ともに、「いい成績を取りたい」、「周囲の人に言われて
勉強を始めた」等、日本語学習自体が目的となっていな
い「誘発的動機」（incentive motive）を提示した。シン
ガポール華人大学生の日本語学習動機を考察した郭・大
北（2001）は、Gardner and Lambert（1972）、縫部他（1995）
を基に調査を行ったが、シンガポールの社会文化状況に
より、先行研究とは異なる動機づけが学習成果に影響を
及ぼしているとの結果が導かれており、日本語学習の動

機づけの多様性の究明のためには、今後、学習環境が異
なる様々な地域での調査が必要であると述べている。
また、日本語学習者を対象とした他の研究において
は、日本留学により日本語学習動機が強化される（高岸 
2000）、日本語学習の継続性は動機づけから影響を受け
る（楊 2011）等の知見が提示されている。しかし、国
内では短期留学生を研究対象としたものが多く、前述し
たように、英語基準学生の動機づけに対する実証はほと
んどなされていない。

3．調査

3.1.　調査概要及び調査対象者
英語基準学生の日本語学習に対する動機づけの傾向
性を明らかにするため、2016 年 12 月から 2018 年 1 月
にかけて、立命館大学政策科学部に在籍する
Community and Regional Policy Studies 専攻の英語基
準学生（第 1期生～第 5期生）に対し、日本語学習動機
に関する質問紙調査を実施した。質問項目は、日本語教
育分野における動機づけの先行研究（縫部他 1995、郭・
大北 2001、小林 2008 他）を基に、立命館大学の英語基
準学生の現状に合わせて項目を追加、削除を行い作成し
た（巻末資料を参照のこと）。質問紙は英語で作成し、
調査協力者への質問紙の受け渡しが難しい場合は、web
版への回答を依頼した。
記入においては 45 項目から成る日本語学習動機に関
し、「強く同意する」・「同意する」・「どちらとも言えな
い」・「反対する」・「強く反対する」という 5件法で、回
答してもらった。また、それに加え、調査対象者の社会
的属性及び日本語学習に関わる情報（学年、日本語学習
歴、日本語能力試験合格の有無、習得目標とする日本語
レベル、日常生活における日本語使用状況）を尋ねた。
調査の実施により、CRPS 生 85 名より回答が得られ
た（回収率87.6％）。回答者の母語の内訳は、中国語43名、
韓国語 12 名、ヒンディー語 9名、インドネシア語 5名、
英語 5名、タイ語各 3名、スウェーデン語、アラビア語、
ウルドゥー語、ベトナム語、モンゴル語、台湾語が各 1
名、不明 2名である。学年は、1年生が 44 名（51.8％）、
2 年生 21 名（24.7％）、3 年生 10 名（11.8％）、4 年生 8
名（9.4％）、不明 2名（2.4％）である。調査対象者の日
本語レベルの割合は、初級 59 名（69.4％）、中級 16 名
（18.8％）、上級 2名（2.4％）、超級 1名（1.2%）、不明 7
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名（8.2％）となっている。

3.2.　分析プロセス及び観点
次に本稿の分析プロセス及び観点について述べたい。
英語コースで学位を取得する CRPS 生が必修単位を満
たした後も、なお日本語クラスを受講する学生がかなり
の割合で存在するのはなぜか。そこには、いかなる日本
語学習動機が存在するのだろうか。それらの問いが本稿
の出発点である。CRPS 生の日本語学習動機の特徴を明
らかにするための分析プロセスとして、第一に、学習動
機の高かった項目、低かった項目を提示し、CRPS 生の
動機づけの特徴について考察する。そこに現れた項目に
は、CRPS 生が日本語学習に対していかなる志向性を持
つのかが示されるといえる。第二に、高等教育における
日本語教育の重要な観点の一つである「キャリア」・「読
み書き能力」という二つの観点から、CRPS 生の動機づ
けを考察する。これらの観点を取り上げる理由は、以下
の問題意識に基づくものである。まず、留学生の「キャ
リア」については、本稿の冒頭で述べたように、留学生
の日本での就職という社会的ニーズの強まりを受け国
による留学生政策の重点項目の一つとなっており、大学
においても留学生支援のキーワードの一つとして位置
づけられる。日本語教育分野においては日本語学習者向
けのビジネス日本語の教材の開発がなされ、また、留学
生のキャリア意識に関する研究（堀井 2010、福岡
2015、寅丸他 2018 等）も行われている。しかし、留学
生を対象とした調査において、英語基準学生に特化して
言及したものはなく、英語基準学生のキャリアに関わる
日本語学習動機がどのような傾向を有するのかは明ら
かになっていない。本稿で調査対象とする CRPS 生は
いかに自身の「キャリア」と結び付けて日本語学習に向
かっているのだろうか。また、日本語でのコミュニケー
ション能力の向上が日本語の教育目標の大きな柱であ
ることは疑う余地がないが、英語で専門科目の学位取得
を目指す英語基準学生にとって、日本語でのアカデミッ
クな学術活動の基礎となり得る日本語の「読み書き能
力」の向上はどの程度必要であるのか。これら二つの観
点から日本語学習動機を探ることは、英語基準学生に対
する日本語カリキュラムを考慮・改善していく上で重要
であろう。次節より、上記の分析プロセスに沿って調査
結果を示しながら、英語基準学生の日本語学習動機の特
徴について探っていく。

4．調査結果

本節では、CRPS 生の日本語学習の動機づけに関する
調査結果を順にみていくが、まず、4.1 で日本語学習動
機に関連する 2つの調査項目（「日本語学習において卒
業前に到達したい日本語レベル」、「日常生活で、どのく
らい日本語母語話者と話す機会があるか」）の回答結果
を提示した後、4.2 より、日本語学習動機について分析
を行っていく。4.2 では、CRPS 生の日本語学習動機の
上位項目・下位項目から見たその特徴を明らかにし、4.3
で「キャリア」に関する学習動機、4.4 で「読み書き能力」
に関する学習動機の分析結果について論じる。

4.1.　日本語学習動機の背景情報となる調査項目：到達
したい日本語レベル及び日本人との接触
本調査においては、日本語学習動機に関連する問いと
して、「卒業するまでにいずれの日本語レベルに到達し
たいか」について尋ねた。その結果、85 名中「初級レ
ベル」と回答したのは 3名で、また、「中級レベル」に
ついても同数の 3名となり、いずれも非常に少ない割合
であった。最も多かったのは「上級レベル」で、全体の
54.1％（46 名）を占めていた。「母語話者レベル」と回
答した調査対象者は 38.8％（33 名）にのぼり、調査対
象者の目指す日本語習得レベルは高い傾向にあること
が明らかとなった。
次に、日常生活の日本人とのコミュニケーション頻度
を問う「普段どのくらい日本人と話す機会があるか」と
いう設問に対しては、「全くない」が 3.5％（3名）、「時々
ある」が 70.6%（60 名）、「非常に頻繁にある」が 24.7％
（21 名）、無回答が 1名だった。また、「時々ある」「非
常にある」と回答した人に対し、「誰と」「どのような場
面」で日本語を使っているか（複数回答可）を自由記述
形式で回答してもらったところ、「誰と話すか」におい
て最も多かったのは、「友人・クラスメート」（24 名）で、
「隣人」・「ホストファミリー」等、大学以外で会う人々
を挙げた人が 7名であった。また、日本語を話す場面と
して挙げた回答の中で、「買い物」・「レストラン」等の
商業施設（32 名）が最も多く、次に、「大学」（20 名）、「ア
ルバイト」（19 名）、「銀行」・「郵便局」等の金融・公的
機関（6名）と続いた。
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4.2.　CRPS生の日本語学習動機の上位及び下位項目
表 3は、調査項目である日本語学習に関する動機づけ
45 項目に関し、平均得点が高かった上位 10 項目 8 を示
したものである。

表 3　調査対象者の平均得点（上位 10項目）

調査項目 MEAN SD

1

04.   日本人の友達と日本語でコ
ミュニケーションできるよう
になりたいから

4.69 .512

25.   日本語学習は日本での旅行に
役立つから 4.69 .535

3 05. 日本人と友達になりたいから 4.64 .595
4 26. 将来のキャリアに役立つから 4.55 .732
5 41. アルバイトに役立つから 4.50 .685

6 24.   日本語科目でいい成績が取り
たいから 4.49 .648

7 15.   日本語で書かれた文献を読み
たいから 4.46 .609

8
27.   日本語の映画やテレビ番組を
理解できるようになりたいか
ら

4.45 .838

9 34.   新しい人に会って友達になり
たいから 4.44 .663

10 19.   日本の雑誌、新聞記事を読みたいから 4.40 .694

上位 10 項目は平均得点がすべて 4.4 以上である。「日
本人の友達と日本語でコミュニケーションできるよう
になりたいから」「日本人と友達になりたいから」「新し
い人に会って友達になりたいから」の 3項目は交流志向
の動機づけとしてまとめることができ、人間関係構築が
日本語学習の高い動機づけになっている。また、「日本
語学習は、日本での旅行に役立つから」「日本語の映画
やテレビ番組を理解できるようになりたいから」「日本
の雑誌、新聞記事を読みたいから」の 3項目からは、日
本文化・社会の理解という共通項が抽出できるだろう。
「将来のキャリアに役立つから」は将来の仕事・職歴に
関わる動機づけである。「アルバイトに役立つから」は
日常生活に結びつく道具的な動機づけといえよう。
「日本語で書かれた文献を読みたいから」という項目
も得点が高く、日本語で書かれた記事・論文を通した専
門分野の学習に対する意欲もうかがえる。「日本語科目
でいい成績が取りたいから」の得点も高いが、これは履
修した日本語科目で単によい成績をとりたいと希望し

ているのか、GPAを高くする手段として日本語学習を
位置づけているのか、どちらなのかは判然としない。
続いて、表 4に日本語学習に関する動機づけ 45 項目
に関し、平均得点が低かった下位 10 項目を示す。

表 4　調査対象者の平均得点（下位 10項目）

調査項目 MEAN SD

1 30.   中学や高校で日本語を勉強し
たから 2.08 1.391

2 31.   特に目的はないが、大学の科
目にあったから 2.32 1.153

3 12.   日本のゲームをするのが好き
だから 2.93 1.518

4 42.   起業して日本と貿易したいか
ら 3.14 1.274

5 29.   日本語は勉強し始めるのに易
しい言語だから 3.28 1.130

6 09.   日本語を学びたくはないが重
要だとわかるから 3.36 1.299

7

14.   卒業するために履修しなけれ
ばいけないから 3.49 1.259

40.   自国で日本語が人気があるか
ら 3.49 1.119

9
32. 両親が学習を勧めたから 3.55 1.129
39. 日本の歴史に興味があるから 3.55 1.075

下から 4位以下の項目は平均得点が 3以上で、他の項
目と比べると低いが、絶対的に低い得点とはいえず、全
体的に動機づけが高い傾向を表している。「中学や高校
で日本語を勉強したから」が最も低いのは、1.2 節の注
6に示したように、大学入学前の日本語学習歴がない者
がかなり多いためであろう。次に平均得点が低いのは
「特に目的はないが、大学の科目にあったから」で、「日
本語を学びたくはないが重要だとわかるから」や「卒業
するために履修しなければならないから」という項目も
相対的に得点が高くないことから、義務的な動機づけは
比較的低いことがわかる。また、「日本語は勉強し始め
るのに易しい言語だから」「自国で日本語が人気がある
から」「両親が学習を勧めたから」といった外発的な動
機づけも他項目と比べると低い。
ゲームは J-Pop やアニメと並んで現代日本文化を代表
するものだが、「日本のゲームをするのが好きだから」
の得点は 2.93 と高くはなく、標準偏差が 1.5 以上でやや
ばらつきがあることから、他項目より個人差のある動機
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づけといえよう。
以上をまとめると、上位項目からは、交流志向、日本
文化・社会理解志向、キャリア志向の動機づけが比較的
高い傾向が、下位項目からは義務的・誘発的動機づけは
相対的に低い傾向が読み取れる。

4.3.　キャリアと日本語学習動機
日本の大学・大学院で学ぶ留学生の日本語学習動機を
捉えた小林（2008）では、日本語学習動機を構成する 5
つの因子に、「日系企業への就職や貿易会社の起業」と
いうキャリアを見据えた動機づけが含まれていること
を明らかにしている。小林は、学習動機構造における「道
具的志向」に含まれる 3つの項目として、「母国の日本
企業に就職したいから」、「日本で就職したいから」、「自
分の会社を作って日本と貿易したいから」を挙げてい
る。では、CRPS 生は、「キャリア」に関わる日本語学
習の動機づけに対し、いかなる特徴を示しただろうか。
図 1は、それらの結果を示している。
まず、「将来のキャリアに役立つから」日本語を学ぶ
と考えていると回答した人は、「強く同意する」が
58％、「同意する」が 17％で高い割合を示しており、調
査対象者の 4人に 3人は将来自身が就く職業・経歴と日
本語習得を結び付けて学習に取り組んでいることがわ
かる。次に、「将来日本で働きたいから」を見ると、「強
く同意する」「同意する」を合わせた数値が 52％となり、
約半数が「日本での就職」を考慮しつつ日本語を学んで
いることが明らかとなった。「自国で日本語を使って働
きたいから」については 68％と、さらに割合が高くなり、

将来的には自国で仕事を行う際に日本語使用を活かす
ことを考えている学生が多いことがうかがえる。「起業
して日本と貿易したいから」は 7割の学生が同意しな
かったが、「起業」の可能性を考えながら日本語学習に
取り組む学生が一定数存在することが確認された。
日本在住の留学生にとって、将来、日本に残って働く
か、自国に戻って働くかは、今後のキャリア、そして自
身の人生に関わる重要な選択である。ここでは「日本で
働きたいから」、「自国で日本語を使って働きたいから」
という二項目間での相関分析を行い、これら二つの学習
動機に関わる特徴を「共通性」・「個別性」という観点か
ら示したい。まず共通点を見てみよう。表 5からわかる
ように、二項目両方との相関が見られた日本語学習動機
は、他の 43 の学習動機項目のうち、「将来日本に住みた
いから」「将来も日本で勉強を続けたいから」「将来の
キャリアに役立つから」「日本語を知っていることで他
者から尊敬され得るから」の 4項目であった。日本・自
国のいずれにおいてにせよ、将来的に仕事で日本語を
使って働きたいという日本語学習動機は、他の将来的な
展望（日本での居住意思・経歴・勉学の継続）に関わる
学習動機と繋がっており、また、他者からの尊敬を得る
という「日本語習得による自己イメージの向上」とも関
連していることが表れているといえる。

図 1　「キャリア」に関わる日本語の学習動機
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続いて、二項目それぞれの個別性を見てみよう。まず、
「将来日本で働きたいから」という日本語学習動機のみ
に見られ、「将来自国で日本語を使って働きたいから」
との相関がなかった学習動機は以下の 5項目である。こ
れらは、表 6のキーワードに示したように、「歴史」「歌」
「伝統文化」に対する興味・関心でまとめられる「日本
文化理解及び関心」に関わる学習動機、そして「漢字の
理解」・「レポート・論文」を書きたいといった「日本語
習得への向上心」に大別できる。「将来日本で働きたい
から」に現れた個別性は、日本語そのもの及び日本文化
に関心が向いている学習動機と関連があるといえよう。
一方、「自国で日本語を使って働きたいから」という
学習動機のみと相関が見られたのは、「起業」・「旅行」・
「成績向上」の 3項目であった。先ほど述べた「日本で
働きたいから」に現れた項目とはその性質が異なってい
る。これらは「日本語によって」何かを行う、つまり、
ある目的を達成する上での手段として日本語を捉えて
いる学習動機との関連がより強い傾向にあるといえる

のではないだろうか。

4.4.　「読み書き」に対する学習動機
本節では、CRPS 生の「読み書き」に対する学習動機

について分析する。図 2、図 3は「読み」に対する学習
動機を示している。図 2の「日本の雑誌・新聞記事を読
みたいから」、図 3の「日本語で書かれた文献を読みた
いから」においては、いずれも、調査対象者の約半数が
「強く同意する」と答え、4割の「同意する」を合わせ
ると 9割以上にのぼることから、「読み」に対する学習
動機は非常に強いといえよう。

表 5　  「将来日本で働きたいから」（A）、「将来自国で日本語を使って働きたいから」（B）に関する他の日本語学習動機
項目との相関分析結果（共通性）　　 （r＝相関係数、p<.01）

将来の就職 A、Bに共通して相関の見られた項目 相関係数及び
相関の度合 キーワード

A．日本
将来日本に住みたいから

r=.851（高）
将来の日本居住意思

B．自国 r=.393（低）
A．日本

将来も日本で勉強を続けたいから
r=.495（中）

将来の日本での勉強継続
B．自国 r=.432（中）
A．日本

将来のキャリアに役立つから
r=.416（中）

将来のキャリア
B．自国 r=.391（低）
A．日本

日本語を知っていることで他者から尊敬され得るから
r=.347（低）

他者からの尊敬
B．自国 r=.325（低）

表 6　  「将来日本で働きたいから」（A）・「将来自国で日本語を使って働きたいから」（B）と他の項目との相関分析結果（個
別性）　　 （r＝相関係数、p<.01）

「将来日本で働きたいから」のみに相関が認められた項目 相関係数及び度合 キーワード
・日本の歴史に興味があるから
・日本語の歌を聴いたり歌ったりして楽しみたいから
・伝統的な日本の文化に興味があるから

r=.418（中）
r=.389（低）
r=.335（低）

日本文化理解及び関心

・漢字の理解を深めたいから
・日本語でレポート・論文を書きたいから　　　　

r=.405（中）
r=.357（低） 日本語習得への向上心

「将来自国で日本語を使って働きたいから」のみに相関が認められた項目
・起業して日本と貿易したいから r=.331（低） 起業
・日本語学習は日本での旅行に役立つから r=.326（低） 旅行
・日本語科目でいい成績が取りたいから r=.295（低） 成績向上
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次に日本語でのライティングに関する学習動機を見
てみよう。図 4の「メール・SNS を書きたいから」と
いう学習動機においては、「強く同意する」・「同意する」
を合わせると 83％にのぼる。専門科目において日本語
のアカデミック・ライティングが要求されない CRPS
生にとって、日本語を書く能力の向上は学習ニーズとし
て低いのではないかという予測が成り立つと思われる。
しかしながら、図 5の結果はそうした予測を覆すものと
なっている。「日本語でレポート・論文を書きたいから」
日本語を学習すると答えたCRPS 生は 81%で、「どちら
ともいえない」が 17％、「反対する」・「強く反対する」
がそれぞれ1％との結果であった。このことから、「読み」
に比べて若干割合は下がるものの、「書くこと」の学習
動機もかなり高い傾向にあることがわかった。

また、これら 4つの「読み書き」項目間で相関分析を
行ったところ、「読む」ための学習動機である「新聞・
雑誌を読みたい」と「日本語で書かれた文献を読みたい」
との間には相関が認められた（r=.575, p<.01）。それに
対して、「書く」ための学習動機、「メール・SNS を書
きたい」と「日本語でレポート・論文を書きたい」との
項目間では相関が有意とならなかった。表 7は、その「読
み」・「書き」の 4項目間の相関を示している。表からわ
かることとして、第一に、「読み」に関する学習動機の
2つの項目（番号 1、2）は、いずれも「書き」の 2項目
（番号 3、4）それぞれとの相関が認められることから、
「読み」と「書き」の学習動機の間に関連があるといえる。
第二に、「3. メール・SNS を書きたいから」は、「2. 日本
語で書かれた文献を読みたいから」とは低い相関にある
が、「1. 日本語の雑誌・新聞記事を読みたいから」とは「中
程度の相関」でより強い相関となっている。また、「4.
日本語でレポート・論文を書きたいから」においては、
「1. 日本の雑誌・新聞記事を読みたいから」より「2. 日
本語で書かれた文献を読みたいから」の方が相関が強

図 2　日本の雑誌・新聞記事を読みたい
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い。つまり、相関の強さは、日常生活で必要とされる読
み書きであるのか、それともアカデミックな読み書きな
のかによって異なっているといえるだろう。
さらに、これらの読み書き項目と、他の 41 の学習動
機との相関分析を行ったところ、「書き」項目の方で特
徴的な傾向性が見られた。
「メール・SNS が書けるようになりたいから」との相
関が見られたのは、日本文化に対する関心や日常生活に
おける交流・生活に関する項目であることがわかる。「日
常性」という点での繋がりが強いものと思われる。それ
に対して、「日本語でレポート・論文が書きたいから」
については、将来のビジョン、日本語学習そのものへの
関心としてまとめられる。つまり、「アカデミック・ラ
イティング」という高度な日本語能力の向上は、日本語
学習そのものに楽しみを見出す内発的動機、明確な将来
のビジョン、日本文学という日本文化に関わるある一領
域をより深く理解したいという学習動機に裏打ちされ
ているものとして捉えることができるのではないだろ

うか。

5．考察

分析の結果、CRPS 生の日本語学習動機の主な特徴と
して日本における人間関係構築を目的とした「交流志
向」、映画・テレビ・雑誌等の娯楽・メディアを通した「日
本文化理解志向」、日本語学習を将来的な就職に役立て
ようとする「キャリア志向」が、主な日本語学習動機と
して浮かび上がった。日本語母語話者とのコミュニケー
ション及び日本文化理解を上位の学習動機とするCRPS
生の傾向性は、先行研究（縫部他 1995 等）で指摘され
ている、日本での居住経験が統合的動機の強さに関連す
るという結果と結びつくものである。また「キャリア志
向」に関わる日本語学習動機について、自国での就職に
限らず、将来の日本での就労を希望するため日本語を学
ぶと回答した割合が調査対象者の半数にのぼったこと
から、英語基準学生に対する日本語教育を通したキャリ

表 7　読み書きに関する項目の相関分析結果　（N=85、p<.01）

1 2 3 4
1．日本の雑誌・新聞記事を読みたいから －
2．日本語で書かれた文献を読みたいから .575＊＊ －
3．メール・SNSを書きたいから .400＊＊ .340＊＊ －
4．日本語でレポート・論文を書きたいから .362＊＊ .591＊＊ .206 －

表 8　「日本語を書く」ことと他の学習動機との相関分析結果　（r ＝相関係数、p<.01）

「メール /SNS」のみに相関が認められた項目 相関係数及び度合 キーワード
・日本文化を理解したいから　　　　
・日本語の映画やテレビ番組を理解できるようになりたいから
・伝統的な日本の文化に興味があるから

r=.468（中）
r=.363（低）
r=.312（低）

日本文化理解及び関心

・日本人の友達とコミュニケーションできるようになりたいから
・アルバイトに役立つから　　　　　

r=.405（中）
r=.357（低） 日常生活（交流・アルバイト）

・JLPTに合格したいから r=.376（低） 試験
・自国で日本語が人気があるから r=.296（低） 自国の状況
「レポート /論文」のみに相関が認められた項目
・将来のキャリアに役立つから
・将来日本に住みたいから
・将来日本で働きたいから

r=.418（中）
r=.331（低）
r=.304（低）

将来のビジョン（キャリア・
居住）

・日本語クラスを取るのが好きだから
・日本語学習は楽しいから　　　　　
・日本語学習は趣味だから　　　　　　

r=.355（低）
r=.354（低）
r=.320（低）

日本語学習への興味・関心

・日本語学習により称賛を得たいから r=.352（低） 他者からの評価
・日本の文学に興味があるから　　　 r=.305（低） 文学への興味
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ア支援についても重視していく意義があるといえる。
ディスコ（2017）が行った調査（回答企業数 611 社）に
よると、採用時にビジネス上級レベル以上を求める企業
は、文系学生に対しては 55.1％で、入社後は 85.8％と大
きく増える。また、労働政策研究・研修機構（2013）で
は、高度外国人材が仕事をする上で必要な日本語レベル
として、52.4％の企業が「報告書やビジネスレターなど
の文書を日本語で作成できるレベル」を求めているとの
調査結果が示されている。グローバル 30プログラム（以
下、G30）に関する報告では、G30 の留学生には日本企
業への就職を希望する者が少なくないが、日本での就職
に必要な日本語力を養成するには、このプログラムで必
修とされる日本語授業の内容や時間数では十分とは言
えない実状がうかがえることが指摘されている（初鹿
野・徳弘 2013、ブッシュネル 2013）。以上のことから、
将来的に日本での就職を見据えた英語基準学生のキャ
リア形成という視点は、日本語カリキュラムの作成及び
改善においても考慮が必要な点の一つであると考えら
れよう。
また、本稿の調査対象者である CRPS 生の学習動機
は全体的に高い傾向にあり、到達したい日本語習得レベ
ルも初級・中級ではなく、上級・母語話者レベルを目標
としている人の割合は非常に大きかった。さらに、日本
語でのコミュニケーションに関わる学習動機だけでな
く、日常的及びアカデミックな内容両面での読み書きに
関する学習動機についても低くない傾向が見られた。英
語で学位を取る CRPS 生のアカデミックな日本語の読
み書きに対する学習動機を説明するための要因として、
政策科学部における教育環境が影響を与えていること
も考えられる。CRPS 生の中には 1年次秋学期から 2年
次春学期にかけて、日本人学生と協働で学ぶプロジェク
トベースの小集団演習科目を受講する学生が存在し 9、
グループでの研究プロジェクトを進めるプロセスにお
いて、日本語で書かれた記事や文献の読み書きについて
の学習動機が強まる可能性もあると考えられる。また1.2
で挙げた学部独自開講の日本語科目である Special 
Japanese Lecture の受講者は関心のある社会問題を日
本語でまとめることが求められ、3年次・4年次の所属
ゼミでの最終課題レポート・卒業論文の要旨を日本語で
書く機会を持つこともある。こうした学習者が身を置く
教育的文脈（Educational-Context）に関連した側面も
学習動機を構成する要因の一つであるとされている

（Shoaib and Dörnyei 2005）。英語基準学生を取り巻く
学びの環境がそれぞれの日本語学習動機にいかに影響
を与えるかという点をより詳細に見ていくためには、質
的なインタビューの実施や異なる学びの環境を持つ他
の英語基準学生の日本語学習動機との比較を行うこと
が有効であろう。
本稿の分析で示された CRPS 生の日本語学習動機の
特徴から言えることは、英語で学位を取る英語基準学生
の日本語到達目標が「日常生活を行うサバイバル日本語
の習得」に限られる場合、学習者のニーズと異なる画一
的な日本語コース運営に陥るおそれがあるということ
である。英語基準学生は、それぞれの学びの環境の中で、
将来の選択と結び付けてより高いレベルの日本語習得
を学習目標に見据えている可能性がある。英語基準学生
の日本語カリキュラムを考えていく上では、そのような
多様な日本語学習ニーズにも目を向けていくことが重
要であるといえよう。

6．まとめと今後の課題

本稿では、CRPS 専攻の英語基準学生を対象に実施し
た質問紙調査の結果に関する分析及び考察を行った。調
査結果として、今回のデータからは、調査協力者が上級
レベル以上の日本語能力の習得を目指す様相が確認さ
れるとともに、「交流志向」、「日本文化・社会理解志向」、
「キャリア志向」において高い学習動機を持っているこ
とが示された。他方、卒業単位取得及び他者の勧め等、
自身の学習意欲から離れた「義務的・誘発的動機づけ」
は相対的に低い傾向にあることが明らかとなった。キャ
リアに関わる学習動機と他項目との相関分析では、「日
本で就職したいから」という日本語学習動機は統合的動
機づけとの相関が強いのに対し、「自国で日本語を使っ
て就職したいから」という学習動機は他の道具的動機づ
けとの相関が顕著であった。また、「読み書き」能力の
向上に関わる動機づけは相対的に高く、さらにアカデ
ミックな読み書きに対する動機づけと、日常生活で必要
とされる読み書きへの動機づけに分かれる傾向が見ら
れた。
「留学生 30 万人計画」により、全ての専門科目を英語
で受講し学位が取得できるいわゆる「英語コース」を増
やして大学の国際化を進めると同時に、留学生が日本で
就職することを推進しようとする国の政策には、留学生
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の言語面（日本での業務遂行や人間関係構築などに必要
な日本語の理解と産出）で解決すべき大きな課題がある
（西原 2013）。本稿では、英語基準学生であるCRPS生が、
アカデミックな内容を基盤とした日本語学習とキャリ
アに関わる日本語学習に対して、相対的に高い動機づけ
を持つ傾向を明らかにした。この結果は、上記の課題解
決と英語基準学生を対象とした日本語プログラムのデ
ザインに示唆を与えるものと考える。
本稿は、調査協力者が CRPS 生 85 名に限られた探索

的な分析であり、今後、同じ英語基準学生である国際関
係学部のGlobal Studies の学生のデータを合わせた量的
分析を行うことで、さらに詳しく英語基準学生の日本語
学習動機の構造を明らかにしていくことができると思
われる。また、近年、動機づけ研究の流れの中における
重要なアプローチの一つである質的分析を行っていく
ことで、より包括的に英語基準学生の日本語学習動機を
捉えていくことができるであろう。

付記：本研究は、2016 年度立命館大学国際言語文化研
究所萌芽的プロジェクト研究助成プログラム及び JSPS
科研費 JP17K02876 による研究成果の一部である。

【資料】日本語学習動機項目一覧（平均値、標準偏差）

1. 日本文化を理解したいから 4.35 0.735
2. 別言語を学びたいから 4.32 0.834
3. メール・SNS を書きたいから 4.25 0.885
4.   日本人の友達と日本語でコミュニケー
ションできるようになりたいから 4.69 0.512

5. 日本人と友達になりたいから 4.64 0.595
6. 日本語学習は楽しいから 4.25 0.830
7. 日本語学習は趣味だから 3.67 0.968
8. 日本語学習は努力する価値があるから 4.38 0.672
9.   日本語を学びたくはないが重要だとわ
かるから 3.36 1.299

10. 日本語が好きだから 4.22 0.713
11.   日本語を知っていることで他者から
尊敬され得るから 3.87 0.979

12. 日本のゲームをするのが好きだから 2.93 1.518
13. 日本語学習により称賛を得たいから 3.88 1.005
14.   卒業するために履修しなければいけ
ないから 3.49 1.259

15.   日本語で書かれた文献を読みたいか
ら 4.46 0.609

16.   日本語でレポート・論文を書きたい
から 4.24 0.854

17. 日本の文学に興味があるから 3.84 0.974
18. 日本語クラスを取るのが好きだから 4.09 0.908
19.   日本の雑誌・新聞記事を読みたいか
ら 4.40 0.694

20. 将来も日本で勉強を続けたいから 4.09 0.868
21. 将来日本に住みたいから 3.68 1.026
22. 将来日本で働きたいから 3.79 0.983
23.   将来自国で日本語を使って働きたい
から 4.12 0.892

24.   日本語科目でいい成績が取りたいか
ら 4.49 0.648

25.   日本語学習は日本での旅行に役立つ
から 4.69 0.535

26. 将来のキャリアに役立つから 4.55 0.732
27.   日本語の映画やテレビ番組を理解で
きるようになりたいから 4.45 0.838

28.   日本語の歌を聴いたり、歌ったりし
て楽しみたいから 4.02 1.046

29.   日本語は勉強し始めるのに易しい言
語だから 3.28 1.130

30. 中学や高校で日本語を勉強したから 2.08 1.391
31.   特に目的はないが、大学の科目にあっ
たから 2.32 1.153

32. 両親が学習をすすめたから 3.55 1.129
33.   日本語は自分の視野を広げるのに重
要だから 4.28 0.666

34.   新しい人に会って友達になりたいか
ら 4.44 0.663

35. JLPT に合格したいから 4.39 0.818
36. アニメや漫画に興味があるから 3.78 1.257
37. 日本人の行動様式に興味があるから 3.80 0.986
38.   日本人のライフスタイルと習慣に興
味があるから 4.01 0.852

39. 日本の歴史に興味があるから 3.55 1.075
40. 自国で日本語が人気があるから 3.49 1.119
41. アルバイトに役立つから 4.50 0.685
42. 起業して日本と貿易したいから 3.14 1.274
43.   伝統的な日本の文化に興味があるか
ら 4.01 0.809

44. 外国語を学ぶのが好きだから 4.24 0.826
45. 漢字の理解を深めたいから 3.95 1.045
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注
1 文化庁ホームページ「平成 29 年度国内の日本語教育の概要」
 http ://www.bunka .go . jp/tokei_hakusho_shuppan/
tokeichosa/nihongokyoiku_jittai/h29/pdf/r1396874_01.pdf　
2018 年 8 月 5 日検索）より。大学等機関（大学・短期大学・
高等専門学校）で学ぶ日本語学習者の数である。10 年前の
学習者数（41,129 名）より 29.6％増加している。

2 英語により政策科学（現代社会で生じる問題の原因を明らか
にし、解決策を提示する「問題解決型」の学問）を学ぶ専攻
で、2013 年の開設以降、2018 年秋学期に第 6 期生を迎え
101 名が在籍している。

3 全ての専門科目を英語で受講し学位が取得できる留学生を指
す。

4 必修 12 単位に日本語以外の外国語科目の受講単位を含める
ことも可能である。

5 表 1 において、＊のない科目は日本語教育センターにより提
供されている。＊の学部独自科目は政策科学を日本語で学ぶ
contents base の科目である。

6 初級レベルは、平仮名から日本語学習を始める初級前半クラ
スである「初級 1」、初級後半の「初級 2」に分かれるが、1
期生～ 5 期生 98 名のうち、入学時に「初級 1」を受講した
学生は、55 名（56.1%）であった。入学年度別に見ると、
2013 年度入学の 1 期生は 33.3%、2 期生：58.3％、3 期生：
59％、4期生 53.8％、5期生：65.4％となっている。

7 1 期生から 5 期生 98 名の中で、2018 年 10 月現在、12 単位
を超えて尚日本語科目を履修している（した）学生は 55 名
（56.1％）にのぼる。
8 調査における 5段階尺度に基づき、1点～ 5点までの得点化
を行い、4点～ 5点を示したものを上位項目とした。

9 小集団演習科目である「政策実践研究プロジェクトフォロ
ワー」の特別プロジェクトのCRPS 生受講者数（3期生より
履修が開始された）は、3期生：5名（22.7%）、4 期生 15 名
（57.7%）、5期生：8名（30.8%）である。
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